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1 は じ め に

水田上壌を乾燥すると,土壌膠質物と結合 している土壌

有機物の一部力遊 離して微生物に利用されやすい形になり,

これに水を加え,保温すると,多量のアンモニア態窒素が

生成する。これを乾土効果と呼んでいる。これまで,土壌

無機態窒素の給源は,主に土壌に集積している易分解性の

蛋自様物質の分解によるものとされ,こ のうち乾土効果に

表 1 供試土壌分析値

よる無機化の給源は主に土壌膠質物に結合している易分解

性の有機物であり,一方地温上昇効果の無機化は主にニ

ニ酸化物と結合 している易分解性の有機物が微生物によっ

て分解されるものと考えられてきた。

このように,乾土効果と地温上昇効果による土壌窒素無

機化の主たる給源は異なっており,土壌窒素無機化量の予

測法としては,乾+効果による土壌窒素無機化をphase l,

地温 卜昇効果による土壌窒素無機化を地温との関数として

土 壌 型  土 壌 統調 査 土 壌 (採取地点)

1 山形濃試  本場
2 山形農試  置賜分場
3 山形農試  最北支場
4 山形農試  庄内支場
5 山形普及所 矢野目
6 村山普及所 長 瀞
7 置賜普及所 吉 田
8 長井普及所  椿
9 寒河江普及所 人 間
10 尾花沢普及所 上原田

11 新庄普及所 関 屋
12 鶴岡普及所 安 丹
13 酒田普及所 大多新田
14 藤島普及所 川 代

細粒灰色低地土  金田統

細粒強グライ土  富曽亀統

表層腐植質多湿  篠永統

中粗粒強グライ土 琴浜統
黒泥土壌     今ノ浦統
細粒強グライ土  東浦統
細粒強グライ土  富曽亀統
黒泥土壌     田員統

細粒グライ土   浅津統

表層腐植質多湿  市茂田統
黒ボク土

中粗粒グライ土  上兵庫統

中粗粒強グライ土 琴浜統
泥炭土      岩沼統
淡色黒ボク土   清水沢統

×30C、 4W培 養値 (彎/100′ )
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6 村山普及所 長 瀞
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phase■ として予測する試みがなされている。

鳥山らは,そ うした考えから,乾土効果の予lll法 として
,

湛水前土壌水分と土壌窒素無機化量の関係を回帰式で表わ

しておき,春先の圃場の乾燥状態 (最大乾燥時の乾燥土塊

混入率 %)か ら土壌窒素無機化量を推定している。

筆者らは,土壌窒素無機化量の予演1法として,土壌ごと

に土壌水分を変えて培養 し,最終的には乾土効果と地温上

昇効果を込みにした総体的な土壌窒素無機化モデル式と無

機化パラメータを求める方式を考えているが,普及現場の

施肥設計に早急に反映させるためには乾土効果による土壌

窒素無機化量の予測法も重要であることから,鳥山らの方

法に準 じて山形県内の主要土壌について検討した結果,一

定の成果を得たので報告する。

2 乾土効果発現 量の予測法

昭和63年 3月 に採取した県内の主要土壌を供試して,鳥

山らの力去により,生十ヽ
"び

に,室内で除々に均―に乾燥

して含水比を変えた土壌で逐次培養試験 (30℃ , 2 weeks)

を行い,培養曲線グラフを作成 した(図略 )。 グラフのY

表 2 乾土効果回帰式の変曲点 (乾土効果開始
水分点 )と 勾配

軸に培養窒素量,X軸 に含水比をとると,含水化が低下す

るにつれて乾上効果開始水分点に相当する変曲点が存在 し
,

それを過ぎると直線的に培養窒素量は増加 した。この乾土

効果回帰式を基に,春先の圃場の最大乾爆時における乾燥

土塊混入率と含水比を把握し,乾燥土塊の単位乾重当たりの

乾土効果発現量を求め,更に作土深と作土容積重を考慮す

ることにより単位面積当たりの乾土効果発現量を予測した。

3 試験結 果 及 び考察

供試土壌すべてにおいて乾+効果開始変曲点が認められ

(表 2),そ の含水比は供試土壌間で極めて大きな差があ

り,128～ 776%の範囲を示 した。またPF値 でみると

442～236の範囲であった。

その中で,最北支場,置賜分場 ,酒日普及所のような黒

ボク土壌,強 グライ土壌,泥炭上壌などでは一般に乾土効

果開始変曲点が高く,し かも回帰式の勾配も大きいことか

ら,乾土効果発現量の年次間差が大きく,施肥設計に大き

な影響を及ぼすことが推定された。一方,農試本場 ,尾花

沢 (黒ボク土壌 )の ように,変由点力活 く,強乾燥でも乾

土効果がほとんど期待できない土壌も認められた。これら

の上壌は毎年施肥依存度が大きく,現地での慣行施肥量が

それらの傾向を裏付けている。

ところで,鳥山らの結果では,変曲点が含水比で粘土質

では20～ 33%,ソ質では16～ 18%であるが,PF値 ではほ

ぼ一定で40前後としている。しか し今回の結果では各土

壌間の変曲点含水比の差が大きく,変曲点PFIEも 異なり,

また乾土効果回帰式の勾配にも差が認められた。

乾土効果開始変山点 (含水比 )が著しく高い土壌は,毎

年 ,乾土効果による土壌窒素発現が期待できることを意味

し,ま た変由点及び勾配より,春先の気象との関係である

程度の乾土効果発現量の予測が可能であり,基肥窒素施IIP_

量の参考となりうる。

今後は,土壌ごとの乾土効果開始変曲点と勾配の違いが

何に起因するか,ま た易分解性の有機物の分解 と集積条件

について,作土と下層上の粘土鉱物や透水性 ,並びに腐植

の形態分析などを通して検討する予定である。
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1山 形 農 試
2置 賜 分 場
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